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＊ すばる望遠鏡の開発を振り返り(三菱電機･三神氏の学士会会報記事) 

 1999 年 12 月末、ハワイマウナケア山頂に建設された日本の大型光学赤外線望遠鏡（す

ばる）はファーストライトを迎えた。「すばる」は世界の英知を結集して開発され、世界

最高性能の望遠鏡として活躍していることは周知のことである。開発に携わった天文学者

からの解説書はいくつもあるが、その技術開発の中心にいたエンジニアの発言は少ない。

「すばる」を受注したのは三菱電機通信機製作所であった。三菱電機はオーストラリアに

建設されたアングロ・オーストラリアン 3.9m 望遠鏡の架台部分を製作した経験があった。

そして東京天文台野辺山宇宙電波観測所の 45m ミリ波望遠鏡、宇宙科学研究所の 60m 深宇

宙電波望遠鏡などを製作していたが、本格的な光学赤外線望遠鏡を手がけるのは初めての

ことであった。三菱電機本社技師長であった木下氏に伴われて、大型光学赤外線望遠鏡の

検討を始めていた我々グループの前に現れたのは伊藤昇、三神泉の若いエンジニアであっ

た。この若いエンジニアは機械設計の専門家で天文学はずぶの素人であった。伊藤、三神

両氏が我々と望遠鏡の検討を進めているうちに、天文学者におとらぬいっぱしの天文の専

門家になっていったのを如実に見ていた筆者たちは驚嘆の眼で眺めていた。その伊藤、三

神両氏が 2008 年春の叙勲で「すばる」望遠鏡の技術開発の功績で紫綬褒章を受章した。そ

して三神氏は学士会会報に、「すばる望遠鏡の開発を振り返り」という記事を書いた。こ

の記事をアーカイブデータに加えることに異論はあるまい。 

理科年表によればアングロ・オーストラリアン 3.9m 望遠鏡(AAT)は 1974 年竣工とある。

1974 年は昭和 49 年である。筆者はこの望遠鏡の架台が三菱電機で製作中であった頃見学し

たことがある。その際、三菱電機からアンケートを求められ、望遠鏡計画を問われ、岡山

の 188cm 望遠鏡の後継機望遠鏡を答えた記憶がある。東京天文台の恒星分類部を中心にし

たグループが 150 インチ望遠鏡の勉強会をもっていたのである。この文を書いた三神氏は

昭和 53 年東北大学工学部卒で、三菱電機入社が 1978 年とあるから三菱電機が当時世界最

高性能の望遠鏡の製作していたことを知るよしもない。氏の文章によれば、1986 年からす

ばる計画に参画したとある。筆者がハワイに現地調査に赴いたのは 1987 年であった。 

そして、昨日 2008 年 11 月 18 日には、国立天文台ですばる望遠鏡の第 2世代の主焦点広

視野カメラに搭載する、赤外線領域で従来品に比べて 2 倍の感度を持つ新しい CCD の開発

に成功したという記者発表があった。すばる望遠鏡の主焦点カメラは 8m クラスの大型望遠

鏡で唯一すばる望遠鏡のみが有している主焦点カメラである。現在はアメリカの MIT で開

発された CCD を 10 個並べているが、この新しい CCD を 116 個並べる広視野カメラを開発中

である。三菱電機の若いエンジニアもすばるにかかわってから既に 20 数年を経て、伊藤氏

は主幹技師長、三神氏は通信機製作所副所長になっている。以下掲載論文全編である。 



 

 

 

 



 

 



 

 


